






 要約:前年度の対象を複数施設に拡大し、NICU を有する 5 施設で、多胎児の発育およぴ

発達を単胎児と、そして多胎間で比較した。今回は特に不妊治療による多胎児と自然妊娠

による多胎児の違いを検討することを目的とした。データの得られた例においては、出生

時およぴ 1.5歳時の体重、身長、頭囲、発達指数(DQ)はいずれも不妊治療の有無により有

意差を認めなかった。双胎において、不妊治療に関する回答に不明とするものが多かった

が、discordant twin においては、出生時に見られた発育差が 2 歳から 3 歳の間に認めら

れなくなった。今後は、より広域の対象に拡大し、不妊治療の有無およぴ胎盤所見などを

詳細にすることで、多胎児の発育が不妊治療に影響されるかを検討する必要がある。


